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学習eポータルと学習者用デジタル教科書を連携させて利用することで、

学習者用デジタル教科書のアカウント管理やライセンス管理の負担を

減らす運用を可能とする取り組みを開始します。

学習eポータル
学習者用

デジタル教科書



学習eポータル

• デジタル学習環境のハブとしてデザインされたソフトウェア

✓ 企業や教育委員会、研究者などが集まって文部科学省やデジタル庁と連携しながら仕
様を決めて公開
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中央教育審議会
初等中等教育分科会 
デジタル学習基盤特別委員会 
デジタル教科書推進ワーキング
グループ
中間まとめ P12より



今回の取組みの概要

• 学習者用デジタル教科書は学習eポータルから起動するようになる。

• パスワードなし（シングルサインオン）で起動できる。自治体・学校はシン

グルサインオンに関する事前設定は行わなくて良い。

• デジタル教科書プラットフォームではアカウント管理は行わない。

転出入等にともなうアカウント管理は、学習eポータルのみで実施する。

• デジタル教科書プラットフォームにおける、ライセンス管理操作も行わない。

（教科書需要数の変更に関する事務手続きは適切に行ってください）

• 費用は無償
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⚫開隆堂出版

⚫学校図書

⚫教育出版

⚫日本文教出版

文部科学省事業で提供

学習者用デジタル教科書学習eポータル

（株式会社内田洋行）

（NTTコミュニケーションズ株式会社）

今回の取組みに対応する学習eポータルと
学習者用デジタル教科書



注意が必要な点 1

• 文部科学省事業で提供される学習者用デジタル教科書のみ対象

✓ 対象学年：小学校5・6年、中学校１～3年

✓ 教科：英語（外国語） 、算数・数学

• 自治体・学校が個別に購入した学習者用デジタル教科書は対象外になります。

• 指導者用デジタル教科書は対象外です。

• 利用範囲・数量は、文部科学省事業で認められた範囲でご利用ください。
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注意が必要な点 2

• 連携の申込は、学習eポータル事業者が受け付けます。

• 本セミナーの最後のパートで、事業者からそれぞれ案内があります。

• 申込情報は、学習eポータル事業者から教科書会社に報告されます。

• 連携に関する問合せは、それぞれの学習eポータル事業者が対応します。

8



これからも使いやすくしていく努力を続けて行きます

• これまでは、各企業の努力で改良が行われて来た、言わば個別最適の世界。
全体を便利に使いやすくする全体最適を目指すには、さまざまなソフトウェ
アが連携して動作する相互運用性が求められる。そして相互運用性を確立す
るには、さまざまな標準化が必要。

• 標準化の最大の受益者は利用者。最終的には児童生徒、その前に教職員や教
育委員会、学校法人の方々。

• まずはこの取り組みに参加する学習eポータルやデジタル教科書ビューアー
を増やす努力を続けて行く。
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